
創立112周年 奄美市立崎原小中学校 学校だより 令和４年３月号

さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

４月22日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

４ / ５ (火) 特認校バス試乗・入学式準備

４ / ６ (水) 新任式・始業式・入学式

いじめ問題を考える週間（～11日）

４ / ７ (木) 身体測定

知能検査（小2・4・6 中1・3）

４ / ８ (金) ＮＲＴ（１日目中学校） １１日（月）

４ / 11 (月) ＮＲＴ（２日目中学校）心臓検診（中１）

４ /13 (水) 内科健診

４ /15 (金) 授業参観・学級ＰＴＡ・全体ＰＴＡ

４ /17 (日) 家庭の日 市民清掃の日

４ /19 (火) 全国学力・学習状況調査 歯科健診

４ /21 (木) 家庭訪問 （２２日（金），２７日（水）

２８日（木））

４ /26 (火) 尿検査（～27日） １年生を迎える会

４ /28 (木) ＰＴＡ総会（19:00～）

４ /29 (金) 昭和の日

３月１５日（火）に，小学校４名，中

学校３名の卒業生７名が崎原校を巣立っ

ていきました。厳粛な中にも和やかな雰

囲気の中，保護者はもちろん，町内会の

皆様にも多数お集まりいただき，卒業生

の門出を祝うことができました。

新型コロナウイルス感染症の拡大予防

対策のため，卒業合唱等は実施できませ

んでしたが，児童生徒一人ひとりの想い

が伝わる「心温まる卒業式」を行うこと

ができました。

４月からは中学生，高校生として，新

たな道を歩み出す７名ですが，この崎原

校で学んだことを糧にして，自分の可能

性を信じて，一歩一歩着実に歩んでいっ

てほしいです。

３月10日（木）に「卒業生を送る会」が行われまし
た。卒業生のために，それぞれの学級で工夫を凝ら
した出し物を発表しました。とても心温まる時間に
なりました。

「卒業生を送る会」の後，徒歩で「崎原港」へ行き
ました。新型コロナウイルス感染症の流行により，
バス遠足から「徒歩遠足」に変更になりました。浜
辺で子供たちは，お話しをしたりおやつを友だちと
交換したり海に向かって小石で水切りをしたりして
楽しみました。

本年度もありがとうございました
校 長 長﨑 克則

私は，さまざまな場面を捉えて，子どもたちに「みんなはやれる力をもっています。」ということ
を繰り返し伝えてまいりました。

自分が目指す目標に近づくために，日々こつこつと努力をしましょう。できたという結果を

得たことはもちろん素晴らしいことですが，結果を得るまでに失敗したことや間違えたことだっ

てきっと宝物になることでしょう。

また，努力を続けたこと自体が自信につながり，伸びる力の原動力にもなります。

子どもたちはこの一年間よく努力を積み上げてきました。

そして，学年があがるにつれて，自分のできることも確実に増えてきています。

その中には，学力や体力とともに“人とつながる力”コミュニュケーション力もあります。さま

ざまな課題に出会ったとき，自分で考え解決しようとする力は生きていく上でとても重要な力

です。

さらに，子どもは（私たち大人も），もともと「より良く生きたい」という強い願望をもっているの

ではないでしょうか。

「大切なのは，たんに生きることではなく，より良く生きることだ」というソクラテスの言葉も思い

出されます。

子どもはいつも一生懸命で，素直で，自らを成長させていくものではないかと考えます。そ

して，そのような子ども本来の姿を信じ，子どもの良さを引き出し，育てていくことが学校教育

の役割ではないかと思います。崎原小中学校職員も一丸となって取り組んでまいりました。

この一年間，子どもたちはみん

なで協力しながら一つ一つの行

事を頑張ってきました。その取組

の中で，それぞれに自信と誇りを

身に付けてきたのではないかと思

います。小中学生がそれぞれの

学年で学んだこと，教えられたこ

と，気付いたこと，それらがすべ

てこれからの生き方につながって

いくと確信しています。

令和３年度も保護者・地域の皆様の御理解と御協力を賜りましたことに感謝申し上げま

す。来年度もこれまで通りの御高配を賜りますよう，よろしくお願いいたします。

【校庭から望む，校舎と太平洋】


